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薬薬事事委委員員会会
薬薬剤剤師師 佐佐々々木木 悠悠稀稀

部門の紹介・概要

薬事委員会の活動内容は、医薬品・検査試薬の新規採用・整理・変更・中止、副作用情報、医薬品情

報、管理・医療整備、経営に関する問題等、多岐にわたる。メンバーは医師、薬剤師、看護師、検査技

師、医療安全専門員、事務で構成され年間 回定期開催している。

令和 年度も前年度に引き続き、病院の収益に大きく影響する後発医薬品の採用について、医療局

推奨後発品を中心に切替えを行った。現在の採用薬品数（試薬除く）は 品目、後発医薬品数

品目となっている。後発医薬品使用割合は であり、前年度と比較し増加傾向となっている。また、

使用実績の乏しい医薬品について、削除や院外専用薬への区分変更を行い、採用薬の整理を行った。

同時に、使用期限が迫っている医薬品を周知し、期限切れによる減耗を抑えるよう努めた。

部門の実績

院内採用品目数（令和 年 月現在）
項　　目 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 合計

開催回数 6回 6回 5月12日 7月14日 9月8日 11月10日 1月12日 3月9日
本採用薬品数 内服薬

注射薬
外用薬
薬品合計
試薬
その他
計

削除薬品数 内服薬
注射薬
外用薬
薬品合計
試薬
その他
計

仮採用薬品数 薬品
試薬
計

全院内採用薬品数 内服薬 ▲ 7 ▲ 5 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 5
注射薬 ▲ 1 ▲ 2
外用薬 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1
検査試薬 ▲ 5
その他
計(試薬除く) ▲ 2 ▲ 8 ▲ 1 ▲ 3
計 ▲ 7 ▲ 4

院内採用している 後発薬品数 内服 ▲ 1 ▲ 3
注射 ▲ 1
外用 ▲ 1
その他
計 ▲ 3
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放放射射線線安安全全管管理理委委員員会会
診診療療放放射射線線技技師師 村村田田 晃晃祥祥

１ 紹介・概要

リニアックを使用している施設は「放射性同位元素等の規制に関する法律」に基づいて「放射

線障害予防規程」という運用規定を作成し、その規定を遵守しながら運用管理しております。

放射線障害予防規程は、リニアック・放射化物の取扱い及び管理、放射線障害発生防止、教育

訓練、あわせて公共の安全を確保すること等を目的としています。

その中で、放射線障害防止について必要な事項を企画審議するために当委員会を設けることと

されております。

開催は 回／年、必要に応じて開催となっています。

委員長：放射線治療科長 副委員長：診療放射線技師長 委員：院長、事務局長、副総看護師長、

事務局次長、放射線技術科スタッフ

２ 活動実績

令和 年 月 日（火）第 回委員会開催

内容

）令和 年度業務従事者

）令和 年度教育訓練について

）第三者評価について

）放射線取扱主任者定期講習状況報告

）その他

令和 年 月 日（水）第２回委員会開催

内容

）自主点検・漏洩線量測定結果報告

）令和 年度教育訓練について

）第三者評価結果報告

）放射線取扱主任者定期講習状況報告

）令和 年度業務従事者

）令和 年 規制法改正に伴う予防規定の改定について

）その他

今年度は地域がん診療連携拠点病院の指定要件となっている第三者による出力線量評価を 月に受審

し、許容値内であることが認められました。また、 月に強度変調放射線治療 の施設基準を満た

し算定が可能となりました。

令和 年度は、放射線同位元素等の規制に関する法律における施行規則の改正に伴い、放射線障害予

防規定を 月に変更する予定です。
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